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自伝的記憶とエピソード的未来思考を想起した時の
感情変化に関する研究

兵藤宗吉（中央大学）

キーワード：自伝的記憶，エピソード的未来思考，感情制御

問題と目的

自伝的記憶を想起させるとネガティブな感

情の得点が有意に低下することは今までの一連

の研究では認められた（榊 兵藤，

）。つまり，自伝

的記憶想起の感情制御の効果は認められる。し

かしながら，自伝的記憶とは過去の自己に関わ

る記憶である（佐藤 ）一方で，未来の自

己に関わる出来事を予め想像することはエピソ

ード的未来思考と呼ばれている ’

。これまでのエピソード的未来思

考研究では、心理学の様々なアプローチによっ

て，自伝的記憶の重要性が主張されてきた 伊藤

。そこで，本研究では，出来事の方向性が

未来であるエピソード的未来思考と出来事の方

向性が過去である自伝的記憶の想起前後の気分

変化を調べることにより，エピソード的未来思

考と自伝的記憶の感情制御の効果を検討した。

方 法

調査対象者 大学生 名（男性 名，女性

名，平均年齢 ）が実験に参加した。

実験冊子 フェイスシート，出来事想起前の気

分評定用紙，出来事を記入する用紙 枚，出来

事想起後の気分評定用紙，出来事の評定方法記

載用紙の計 枚を実験冊子とした。実験冊子は

出来事の方向性（過去・未来）と二つの時期手

がかり（ 年以内・ 年以上）によって，「誕生

から中学 年まで」，「過去 年間」，「現在から

将来 年間」，「将来 年から 年後まで」の計

パターン作成された。方向性を被験者間要因

として設定し，各条件 名ずつ無作為に割り

振られた。気分評定用紙は寺崎・岸本・古賀

の多面的感情状態尺度のポジティブ，ネ

ガティブそれぞれの下位因子 項目ずつ，合計

項目で構成されていた。

実験手続き 実験は大学の講義の一環として集

団実施された。実験順は実験説明，気分評定（前），

群によって過去あるいは未来の想起課題× 回，

気分評定（後），想起された出来事の性質（感情

価，重要度，鮮明度）を評定することであった。

結果と考察

感情制御の効果 気分評定についての多面的感

情状態尺度の各下位因子の測定値を に

示された。それぞれの下位因子における （出

来事の方向性：過去・未来）× （気分評定の点

数：想起前・想起後）の混合分散分析を行った

結果，想起前よりも想起後のネガティブ下位因

子に属する抑うつ不安因子

η と 倦 怠 因 子

η における気分評定

得点が有意に低下することが示されたが出来事

方向性の主効果と交互作用はなかった。他の各

因子における有意差が認められなかった。

想起前後の感情状態の変化

ネガティブ下位因子

抑うつ不安 敵意 倦怠

過去 未来 過去 未来 過去 未来

前
3.29

（0.22）

3.73

（0.22）

1.58

（0.12）

1.54

（0.12）

3.30

（0.17）

3.52

（0.17）

後
2.80

（0.23）

3.56

（0.23）

1.56

（0.13）

1.44

（0.13）

2.90

（0.17）

3.12

（0.19）

ポジティブ下位因子

活動的快 非活動的快 親和

過去 未来 過去 未来 過去 未来

前
2.07

（0.16）

2.17

（0.16）

2.99

（0.20）

3.14

（0.20）

2.10

（0.17）

2.08

（0.17）

後
2.08

（0.18）

2.08

（0.18）

3.14

（0.20）

3.11

（0.20）

2.02

（0.18）

1.92

（0.18）

M(SE) 

これまでの研究と一致して，自伝的記憶を想

起すると「抑うつ不安」と「倦怠」の得点が有

意に低下したが，エピソード的未来思考を想起

させても同じ感情制御効果が認められた。今後

様々な分野での応用が期待される。
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メタ認知的判断の正確さに個人差はなぜ生じるか
―学年・性別・学力・パーソナリティ特性の検討―

久坂哲也（岩手大学）

キーワード：メタ認知的判断，正確さ，個人差

問題と目的

自己の学習遂行に対して正確にメタ認知的判断

を行うことは，自らの学習を適切に運用する上で

欠かせないが，学習者は過大評価や過小評価をす

る傾向があることが報告されている（

）。また，大学生を対象

とした研究では，自己愛傾向やビッグファイブの

ようなパーソナリティ特性がメタ認知的判断の正

確さを歪めている可能性が示唆されている（

）。

そこで，本研究では自己プロセスが大学生に比べ

て未発達な中学生を対象に，メタ認知的判断の正

確さに個人差が生じる要因について学年発達，性

別，学力，パーソナリティ特性に着目して検討す

ることを目的とした。

方 法

調査対象者と手続き

岩手県内の国立大学附属 中学生 校の全校生

徒 名を対象とした。調査は 年 月に理

科の授業時間内において，質問紙への回答，学習

テキストの読解， 事前のメタ認知的判断，理解度

テスト，事後のメタ認知的判断の順で実施された。

学習テキスト

飛行機の揚力について説明する学習テキストを 
作成し，翼の形状や揚力が発生する仕組みについ

て解説した。文字数は 字であった。

質問紙

中山・中谷（ ）の自己愛傾向尺度と並川ほ

か（ ）の 尺度短縮版を援用した。

結果と考察

理解度テスト前に実施する事前の予測的なメタ

認知的判断とテスト後に実施する事後の回顧的な

メタ認知的判断について，判断値及び判断値とテ

スト得点の差分を示すバイアス指標をそれぞれ従

属変数として階層的重回帰分析を実施した。その

結果，いずれにおいても学年の影響は見られなか

ったが，性別と学力（調査協力校で実施された理

科の期末試験の得点）は影響を及ぼしていること

が示された。特にバイアス指標との関連を見ると，

学力の高さはメタ認知的判断を過小評価させるこ

とが示された。また，パーソナリティ特性に着目

すると，自己愛傾向の下位概念である誇大性は，

メタ認知的判断を過大評価させることが示された。

先行研究でも同様の結果が示されているが，先

行研究の多くは大学生が対象である（

Händel et al. 2020）。しかし，大学生に比べて自

己プロセスが未発達な中学校段階において，既に

自己愛傾向といったパーソナリティ特性は，自己

の学習遂行に対するメタ認知的判断を歪めている

可能性が示唆された。今後は，学習観や学習動機

など関連する自己概念を加えた検討も必要だろう。

階層的重回帰分析の結果

事前判断

（判断値）

事後判断

（判断値）

事前判断

（バイアス指標）

事後判断

（バイアス指標）

ΔR2 β ΔR2 β ΔR2 β ΔR2 β
Step 1 .17*** .20*** .04** .07***

学年 .07 .15** .00 .11
性別 −.26*** −.29*** −.16** −.23***
学力 .28*** .24*** −.15* −.16**

Step 2 .08*** .07*** .05* .06**
評価過敏性 −.14* −.17** −.05 −.11
誇大性 .15** .12* .20** .18**
外向性 −.11* −.11* −.02 −.04
開放性 .21*** .18** .08 .07
情緒不安定性 .03 .01 .04 .02
誠実性 −.05 −.02 .01 .03
調和性 −.01 .03 −.01 .04

*p<.05  **p<.01  ***p<.001
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